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このことは “ 事相 ” に関する言及においても同様で、事相にかかわる文書は実践修行の内容に対する教学
的理解の書、といいながら、そのことでの済暹についての言及は乏しい、といわねばならない。事相に関


















か。前記 “ 著しい技量 ” は分野を異にするものは勿論、同分野においてもいささかの困難さを感ずるもの
である。もっとも論者は、その作業も今後の研究進展経過のなかに読み込んでいるかもしれないから、そ
れをいまは待っていようと思う。
















要するに、この度の有るべき “ 結論 ” は、この論文の終着点という以上に、次期研究世界に出発するた






“ 済暹 ” という学匠は、正直言って、これまで注目されていたとはいえない人物である。そういう学匠
の歴史と教学に、果敢に挑戦し研究して、その重要性を明らかにしていることは、大いに評価すべき点で
ある。しかもその分野において、済暹を「院政期」という時代背景の中で捉え、立体的な人物像を描こう
とする努力を前面に押し出していることは、これからの教学研究の指針の一つにもなるであろう。開かれ
た教学研究とでも言おうか、それには一般歴史学、乃至仏教他派の教学動向にも目配りを失わず、多面的
な研究視点の確立が望まれること、急務である。論者はいまその先頭に立っている自覚（本人が良く自覚
していると認められる）を忘れることなく、さらに研鑽することを期待する。
その研究を遂行する道程で、新たに発見された資料の翻刻を成し遂げ、そればかりでなく、その内容を
巧みに利用し、論文をまとめているのも、学的に好ましい。そのなかから、これまで疑問であったいくつ
かの問題点も、今の時点での成果であるが、あきらかになったことも、評価の対象である。
ここで一言、真言新義教学の展開という立場から付け加えるならば、この済暹の研究が、真言新義教学
の確立に邁進した覚鑁上人の教学理解にも大いに助力するであろうことを予測していることが、まことに
興味深く、それを指摘する論者の視点を諒としたい。覚鑁自身の理解も、従来の研究成果範囲でいうとき、
まだまだ多くの問題をかかえている如くであるとき、これは一つの突破口になるのかもしれない。
本研究は、いつに済暹にとどまらず、この時代・この分野の、今後の研究のさらなる発展が期待できそ
〇
うで、こういう方面に風穴を開けたるがごとき本研究の、これもひとつの積極的に評価すべき点と、あえ
て指摘しておきたい。
かくして、上記「審査結果」文中に、更なる論考についての若干の希望点は記したところもあるが、そ
のことがこの論文の学術的要諦を損なうものではないことを特記し、結論的に言って、本論文は博士学位
請求論文として、充分に合格に値する論文であると思考するものである。
以上、本論文を博士論文として認めることを以って、「審査結果」文を終るものとする。
